
４
月
４
日
（
土
）
相
愛
大
学
南
港
ホ
ー
ル
で
、

午
前
１０
時
か
ら
大
学
音
楽
学
部
・
人
間
発
達
学

部
・
音
楽
専
攻
科
の
入
学
式
が
、
午
後
１
時
３０
分

か
ら
人
文
学
部
の
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

大
学
入
学
式
・
本
山
参
拝
　

し
た
。

学
長
が
、
新
入
生
に
「
１
０
０

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界
恐
慌
の
激
震
の
世
の

中
で
、
２１
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
生
き
抜
い

て
い
く
に
は
強
靭
な
人
間
力
が
何
よ
り
も
必
要
で

髙
橋
乘
宣

す
。
そ
の
基
本
と
な
る
の
が
建
学
の
精
神
で
す
。

そ
の
『
當
相
敬
愛
』
を
よ
く
理
解
し
実
践
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
式
辞
を
、
大
谷
紀
美
子
学
園

長
は
、「
心
身
と
も
に
自
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
由
と
孤
独
を
手
に
入
れ
、
そ
し
て
同
様
に
自
由

と
孤
独
の
他
者
と
程
よ
い
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

勉
学
に
励
み
大
き
く
成
長
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
留
学
生
を
代
表
し
て

さ
ん

（
東
北
大
学
外
国
語
学
院
出
身
）
が
、「
私
た
ち
６１

人
の
留
学
生
は
友
好
交
流
の
責
任
を
担
い
、
建
学

の
精
神
を
胸
に
抱
い
て
一
生
懸
命
勉
強
し
、
将
来

両
国
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
１０
日
（
金
）
相
愛
大
学
新
入
学
生
、

編
入
学
生
な
ど
４
４
６
人
が
、
１０
年
間
の
平
成
大

马
传
龙

马
传
龙

修
復
工
事
を
終
え
た
西
本
願
寺
御
影
堂
（
京
都

市
下
京
区
）
に
参
拝
し
ま
し
た
。
新
入
生
代
表

の
音
楽
学
部
、
藤
澤
愛
美
さ
ん
は
「
本
日
の
参

拝
を
契
機
に
、
親
鸞
聖
人
の
精
神
、
真
実
を
求

め
、
真
実
に
生
き
る
こ
こ
ろ
を
建
学
の
精
神
と

す
る
学
び
舎
で
、
そ
の
体
得
に
精
進
し
、
お
ど

ろ
き
の
心
を
も
っ
て
、
真
理
の
探
究
に
努
め
た

い
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

マ
・
デ
ン
リ
ュ
ウ
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Ａ．
他
の
立
候
補
さ
れ
た
先

生
方
の
「
相
愛
」
を
愛
す
る
気

持
ち
は
、
当
然
私
と
変
わ
る
こ

と
の
な
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
先
生
方
の
お
考

Ａ．
本
学
の
現
状
に
お
い
て
、

将
来
の
頼
り
と
し
て
選
択
す
べ

き
第
一
の
部
分
は
音
楽
学
部
で

す
。
次
い
で
、
今
年
度
に
完
成

年
度
を
迎
え
た
人
間
発
達
学
部

で
す
。
人
文
学
部
は
、
ス
リ
ム

化
が
避
け
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
音
楽
学
部
に

第
２
学
科
を
、
人
間
発
達
学
部

に
第
３
学
科
を
、
そ
れ
ぞ
れ
新

設
し
て
学
部
の
収
容
定
員
を
増

や
し
つ
つ
、
人
文
学
部
を
２
学

科
構
成
に
ス
リ
ム
化
し
て
、
全

学
の
収
容
定
員
を
な
る
べ
く
維

持
し
な
が
ら
再
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

音
楽
学
部
で
は
「
よ
き
音
楽

文
化
人
の
育
成
」
を
ね
ら
い
と

し
た
「
音
楽
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

学
科
（
仮
称
）」
を
新
設
す
る

方
向
で
、
す
で
に
文
部
科
学
省

と
の
折
衝
に
入
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
「
優
れ
た
音
楽
家
の
育

成
」
だ
け
で
な
く
、
音
楽
と
社

会
・
経
済
活
動
と
を
結
び
つ
け

る
人
材
の
育
成
に
向
か
っ
て
教

学
科
新
設
な
ど
大
胆
に
改
革

2009 New Face
柏木
かしわぎ

玲子
れいこ

①大学音楽学部
創作演奏
教授
②創作演奏
③海外旅行、
皇居ランニング
④相愛女子大学卒業生である私が、お
世話になった先生方に恩返しができる
ような先生になれるよう、努力してい
きたいと思います。

早川
はやかわ

史子
ふみこ

①大学人間発達学部
発達栄養学科
教授
②健康管理論、
公衆栄養学、
食品機能論
③古美術と煎茶道
④茶の化学的および民俗学的研究を継
続し、学生には学ぶことの喜びを感じ
てもらえるように努力します。

勝本
かつもと

淳弘
あつひろ

①大学人間発達学部
子ども発達学科
准教授

②社会、総合演習、
社会科指導法

③史跡探訪
④教育は科学的に解明され、再現可能
な技術も大切です。加えて「師魂」を
磨く途を、若い諸君と共に求めたい。

倉中
くらなか

増夫
ますお

①大学人間発達学部
子ども発達学科
准教授
②算数、算数科
③スポーツ全般
④学習指導要領の改
訂があり、この期を絶好の機会とし世
界最高水準の算数指導法を確立させた
い。

中村
なかむら

尚司
たかし

①高等学校・中学校　
常勤講師
②数学
③旅行、観光
④数学が数楽に感じ
られるような授業を
目指し、日々努力と工夫を重ねていき
たいと思います。

宮村
みやむら

和秀
かずひで

①高等学校・中学校　
常勤講師
②理科
③空手
④理科は本当に楽し
い教科だと思いま
す。この楽しさをみんなに伝えていけ
るような授業をしていきたいと思って
おります。よろしくお願いします。

吉野
よしの

和夫
かずお

①事務局
教務事務部長・
学長補佐

②――
③美術館・博物館
めぐり
④前任校では大学事務職員として40
年間勤務しました。その経験が相愛大
学の発展に役立つよう頑張ります。

仙誉
せんよ

一仁
かずひと

①事務局
法人本部
総務課電気室
②電気、設備担当
③ジョギング、
テニス
④退職された徳山さんの後任として相
愛学園で働くことになりました。よろ
しくお願いします。

※（平成21年3月11日付）
※①所属・職名または配属部署
②担当科目③趣味
④抱負・モットー

Ａ．
改
革
構
想
が
一
日
も
早

く
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
、

早
急
に
取
り
組
み
を
進
め
、
こ

の
厳
し
い
時
代
に
も
大
学
が
生

き
残
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

本
学
初
の
学
長
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
そ
の
結
果
再
選
さ
れ
ま

し
た
が
、
お
気
持
ち
は
。

育
の
幅
を
広
げ
、
音
楽
好
き
の

学
生
を
よ
り
多
く
迎
え
入
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
人

間
発
達
学
部
は
、
人
間
学
を
基

本
と
し
つ
つ
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
縦
軸
と
し
、
家
庭
か

ら
社
会
ま
で
を
横
軸
と
し
た
包

括
的
な
新
学
科
と
し
て
「
人
間

発
達
学
科
（
仮
称
）」
を
開
設

す
る
よ
う
ご
検
討
を
お
願
い
し

て
お
り
、
近
々
、
結
論
を
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
両
学
部
の
青
写
真
を

待
っ
て
、
人
文
学
部
の
ス
リ
ム

化
を
検
討
し
ま
す
が
、
現
段
階

で
は
、
日
本
文
化
学
科
と
ア
ジ

ア
太
平
洋
文
化
学
科
（
仮
称
）

え
と
共
通
す
る
部
分
や
よ
り
改

革
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

部
分
も
踏
ま
え
て
今
後
４
年
間

全
力
で
改
革
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

危
機
克
服
へ

「
選
択
と
集
中
」

Q
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
計
画
さ
れ
ま
す
か
。

Q
よ
り
よ
い
相
愛
大
学
の
改

革
に
向
け
、
今
後
と
も
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

再選された
橋乘宣学長に聞く

QＡ．本
学
は
、
現
在
、
創
立

以
来
初
め
て
の
深
刻
な
危
機
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
自

己
点
検
に
関
す
る
大
学
基
準
協

会
の
評
価
を
今
後
３
年
間
で
抜

本
的
な
改
革
を
行
っ
て
改
善
を

図
る
べ
く
、
取
り
組
み
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
窮
地
に
立
っ
て
事

態
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
と

き
、「
選
択
と
集
中
」
が
極
め

て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
経
営

学
が
示
す
基
本
的
な
テ
ー
ゼ
で

す
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
多
く
パ

ワ
ー
を
残
し
て
い
る
部
分
を
選

び
出
し
て
、
限
ら
れ
た
資
源
を

そ
こ
へ
集
中
す
る
こ
と
。
同
時

に
、
衰
勢
が
み
ら
れ
る
部
分
に

つ
い
て
は
可
能
な
限
り
ス
リ
ム

化
を
図
り
、
か
く
し
て
全
体
と

し
て
の
活
力
を
呼
び
戻
す
の
で

す
。

た
だ
し
、
大
き
な
制
約
が
あ

る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
改
革
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
な
に
よ
り
も
全

学
的
視
点
に
立
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。
目
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

追
う
だ
け
で
は
実
現
性
が
乏
し

く
、
無
意
味
で
す
。
現
有
資
源

を
最
大
限
に
活
か
し
つ
つ
、
い

か
に
し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
、
全
英
知
を
結
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
再
任
期
間
に
ど
の
よ
う
な

相
愛
大
学
を
目
指
さ
れ
ま
す
か
。

の
２
学
科
構
成
が
妥
当
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
体
制
が
２
０
１
１
年
４
月

に
は
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

総
力
を
あ
げ
て
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
基
礎
共

通
教
育
の
充
実
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
簡
明
化
、
Ｆ
Ｄ
活
動
・
自

己
点
検
活
動
の
活
性
化
等
々
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
生
募

集
の
観
点
か
ら
も
、
大
学
に
よ

る
本
町
学
舎
の
利
用
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
努
力

す
る
つ
も
り
で
す
。
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第
５０
回
相
愛
大
学
卒
業
証
書
授
与
式
・
音
楽
専

攻
科
修
了
証
書
授
与
式
が
３
月
１８
日
（
水
）
午
後

１
時
３０
分
か
ら
相
愛
大
学
南
港
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
音
楽
学
部
１
１
０
人
、
人
文
学
部
１
５

５
人
、
音
楽
専
攻
科
１７
人
の
卒
業
生
・
修
了
生
ら

と
保
護
者
た
ち
が
一
堂
に
会
し
た
式
と
な
り
ま
し

た
。
学
生
に
よ
る
雅
楽
の
奏
楽
が
厳
か
に
流
れ
る

中
、
卒
業
生
代
表
に
よ
る
献
灯
・
献
華
で
始
ま
る

音
楽
法
要
で
の
式
。
学
科
ご
と
の
代
表
者
に
　
橋

乘
宣
学
長
か
ら
学
位
記
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
同
学
長
は
式
辞
で
「
相
愛
大
学
で
学
ん

だ
『
當
相
敬
愛
』
と
幅
広
い
絆
を
大
切
に
。
こ
れ

か
ら
は
自
分
だ
け
が
頼
り
で
す
。自
ら
を
灯
と
し
、

法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
代
表
の
中
村
拓

美
さ
ん
が
、「
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
教

え
ら
れ
、
失
敗
を
糧
と
し
て
前
向
き
に
生
き
る
大

切
さ
を
学
ん
だ
大
学
生
活
で
し
た
」
と
感
慨
深
く

語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
午
後
７

時
か
ら
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
卒
業
生

た
ち
は
学
生
生
活
最
後
の
日
を
友
と
語
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。

■第14回2008年KOBE国際学生音楽
コンクール
B部門（大学・大学院・研究生など）
【ピアノ】最優秀賞・神戸市長賞

柴田亜里沙（音楽専攻科）
＝写真下

【打楽器】奨励賞　中山直音（1回生）
■国際作曲コンペティション
“ルトスワフスキー賞2008”

第2位　大前哲（本学教授）
■2008年度青山音楽賞
バロックザール賞　Trio Rintonare

田村安紗美／ヴァイオリン、
河野泰幸／クラリネット、
塩見亮／ピアノ（本学非常勤講師）
福田清美／テノール

（本学非常勤講師）

2009 New Face

宮本
みやもと

佳織
かおり

①大学人間発達学部
発達栄養学科
助手
②公衆衛生学実験
など
③旅行、映画鑑賞
④何事も目標をもって努力することだ
と思います。みなさんが目標を達成で
きるように私も努力いたします。

事
務
局
　
教
務
課
教
務
　

大
附
　
恵
美
（
お
お
づ
け
・
え
み
）

事
務
局
　
教
務
課
教
務
　
　

松
田
　
恵
美
（
ま
つ
だ
・
め
ぐ
み
）

事
務
局
　
教
務
課
事
務
　

藤
井
　
愛
子
（
ふ
じ
い
・
あ
い
こ
）

事
務
局
　
経
理
課
事
務
　

大
城
　
慶
子
（
お
お
し
ろ
・
け
い
こ
）

本学では、主として音楽科教諭
を対象として教員免許状更新講習
を実施します。「堅苦しい講習より
も、音楽を楽しむ」をコンセプト
に、更新制講習の選択領域、主と
して音楽科教諭を対象とした三つ
の講座を提供します。この講座が、
先生方の専門分野を新鮮な目で見
つめ直す機会となり、長年培った
経験に革新や新たな視点をもたら
す契機になることを、強く願って
います。また私たちも皆さんから
多くのものを吸収し、日々の教
育・研究を見直す糧にしたいと考

教員免許更新制の概要

えております。なお講習内容は、
免許更新の必要な方のみならず、
一般の音楽に興味のある方にも十
分役立ち楽しんでいただける内容
となっていますので、奮ってご参
加ください。

●受講申込受付 4月20日（月）～
●問合せ先
相愛大学　教職課程合同研究室
〒559－0033
大阪市住之江区南港中4-4-1
TEL：06－6612－5900（代表）
FAX：06－6612－2993
Eメール：m-kousyu@soai.ac.jp
●講習日程・内容
①8月6日（木） 講座Ⅰ「西洋文

化における芸術音楽の考察～誕
生と発展の推移～（演奏を中心に）」
児嶋一江（本学教授）
泉貴子（本学講師）
②8月7日（金） 講座Ⅱ「沖浩一
流、作曲、編曲、演奏、音楽理
論、音楽史　～虎の巻～」
沖浩一（元本学教授）
③8月8日（土） 講座Ⅲ「復活！
ザ・和声学－生きた和声“キー
ボード・ハーモニー”も！－」
赤石敏夫（本学教授）
※各講座とも11～18時（昼休みを
除く6時間）

◆既に教員免許状を持っている方

２
０
０
６
年
に
相
愛
大
学
音
楽
学
部
を
卒

業
、
０７
年
に
音
楽
専
攻
科
を
修
了
し
た
オ
ー

ボ
エ
の
辨
天
芳
江
さ
ん
が
イ
タ
リ
ア
の
青
少

年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
団
し
ま
し
た
。
同
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
は
全
世
界
の
プ
ロ
を
目
指
す
１８

〜
２７
歳
の
若
手
を
メ
ン
バ
ー
の
対
象
と
す
る

も
の
で
す
。
入
団
後
は
個
人
レ
ッ
ス
ン
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
訓
練
を
無
料
で

受
け
ら
れ
、
ム
ー
テ
ィ
、
ア
バ
ド
ら
の
超
一

流
指
揮
者
の
も
と
で
演
奏
し
ま
す
。
辨
天
さ

ん
は
そ
の
難
関
で
あ
る
厳
し
い
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
見
事
に
突
破
し
、
現
在
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
郊
外
の
フ
ィ
エ
ゾ
ー
レ
音
楽
学
院
に
も
在

籍
し
つ
つ
、
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

青少年オーケストラに入団
オーボエの辨天芳江さん

Topi
c

イタリア

大
学
卒
業
式
・

大
学
卒
業
式
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

大
学
卒
業
式
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

高校卒業式・
記念パーティー

中学・高校
入学式

卒業奉告参拝・
帰敬式

前
向
き
に
生
き
る

大
切
さ
学
ん
だ

282人新たな門出

音
楽
教
室
Ⅲ
類
在
籍
の
伊
東

裕
さ
ん
が
、
昨
年
秋
に
東
京
で

行
わ
れ
た
第
７７
回
日
本
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
第
１
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。
わ
が
国
最
高

峰
の
若
手
登
竜
門
で
あ
る
日
本

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
例
年
、
東

京
の
音
大
生
、
卒
業
生
、
ま
た

海
外
の
留
学
生
ら
が
上
位
入
賞

音
楽
教
室
生
伊
東
　
裕
さ
ん

を
占
め
ま
す
が
、
伊
東
さ
ん
は

普
通
高
校
（
県
立
奈
良
高
校
）

に
通
学
。
関
西
圏
で
音
楽
を
勉

強
し
、
最
年
少
の
１６
歳
で
優
勝

し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
快
挙
が

全
国
で
大
き
な
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
チ
ェ
ロ
は
６
歳
か
ら
斎

藤
建
寛
教
授
に
師
事
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

チ
ェ
ロ
部
門
で
１
位

大
麻
や
薬
物
の

危
険
性
を
講
演

（平成21年3月31日までに教員免許
状を授与された方）で教職に就か
れていない場合には、平成21年4
月に教員免許更新制が実施された
以後も、免許状更新講習を受講・
修了しなくても免許状は失効しま
せん。
ただし、教職に就かれる際には、

免許状更新講習を受講する必要が
あります。
◆現教育職員等の皆様は、定めら
れた年月日までに免許状更新講習
を受ける必要があります。
詳しくは、文部科学省のホーム

ページ（http://www.mext.go.jp/）
をご覧ください。

全
国
各
地
で
大
学
生
に
よ
る

大
麻
・
薬
物
の
事
件
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
相
愛
大

学
で
は
４
月
９
日
（
木
）、
本

学
南
港
ホ
ー
ル
で
新
入
生
約
５

０
０
人
を
対
象
に
薬
物
の
危
険

性
を
訴
え
る
講
演
会
を
開
き
ま

し
た
。

大
麻
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
合
成
麻

薬
）
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
ド

ラ
マ
の
上
映
の
後
、
講
師
の
住

之
江
署
の
橘
高
耕
太
郎
生
活
安

全
課
長
が
「
薬
物
使
用
や
栽
培

は
犯
罪
で
す
。
所
持
し
て
い
る

だ
け
で
も
罰
則
は
と
て
も
重
い

の
で
す
。
も
し
、
友
人
か
ら
誘

わ
れ
て
も
、
ご
両
親
や
ご
家
族

の
悲
し
む
姿
を
思
い
浮
か
べ

て
、
薬
物
に
は
絶
対
か
か
わ
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
、
強
く

訴
え
ま
し
た
。

音
楽
学
部
新
入
生
の
藤
本
恵

里
花
さ
ん
は
「
薬
物
の
怖
さ
が

と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

罰
則
も
想
像
以
上
に
重
く
驚
き

ま
し
た
。
誘
わ
れ
て
も
絶
対
に

手
を
出
し
ま
せ
ん
。
必
ず
断
り

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受
賞

免許更新講習を実施



▽
学
長
賞
＝
派
遣
留
学
生
　
夏
芸
（
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
０
０
点
）、
現
代
社
会
２
回
生

的
場
裕
加
（
全
日
本
学
生
室
内
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
ベ
ス
ト
４
∧
ダ
ブ
ル
ス
∨
、
全
日
本

学
生
室
内
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８
∧

シ
ン
グ
ル
ス
∨
）、
社
会
デ
ザ
イ
ン
１
回
生

高
畑
寿
弥
（
全
日
本
学
生
室
内
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
ベ
ス
ト
４
∧
ダ
ブ
ル
ス
∨
）、
弦
楽

器
専
攻
１
回
生
　
奥
谷
睦
代
（
第
１２
回
松
方

ホ
ー
ル
音
楽
賞
　
奨
励
賞
受
賞
、
第
９
回
な

ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
デ
ビ
ュ
ー

リ
サ
イ
タ
ル
出
演
、
奈
良
市
長
賞
受
賞
、
第

９
回
大
阪
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
第
３
位
）、
作

本学教員の近刊図書
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「
次
世
代
の
は
ぐ
く
み
」
の
実
践
。

地
域
に
密
着
し
た
臨
床
心
理
士
た
ち

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
レ
ポ
ー
ト
。

子
ど
も
の
発
達
年
代
ご
と
に
、
各
施

設
で
の
実
践
を
豊
富
に
盛
り
込
ん
だ

稀
有
の
書
。
２
８
３
㌻
。
創
元
社

（
２
０
０
８
年
１２
月
２０
日
発
行
）。
定

価
２
８
０
０
円
（
税
別
）。

臨
床
心
理
士
の

子
育
て
支
援

〜
そ
の
理
論
と
実
践
事
例
〜

本
書
は
、
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

（
乳
児
期
〜
高
齢
期
）
や
様
々
な
生

活
環
境
で
暮
ら
す
人
々
に
応
じ
た
栄

養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
を
効
果
的

に
学
べ
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
２
５
㌻
。
医
歯
薬
出
版
（
２
０
０

９
年
３
月
発
行
）。
定
価
２
９
０
０

円
（
税
別
）。

２３
年
前
に
創
作
演
奏
専
攻
が

開
設
さ
れ
た
当
初
か
ら
そ
の
重

責
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
や
っ

と
解
放
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
重
責
の
お
か

げ
で
「
教
え
る
こ
と
は
教
わ
る

こ
と
に
通
ず
る
」
と
い
う
こ
と

を
実
に
た
く
さ
ん
体
験
で
き
、

「
教
え
る
」
は
「
教
わ
る
」
を
実
感

短
い
年
月
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
自
由
に
意
見
を
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

管
弦
打
分
科
会
は
居
心
地
が
良

く
、
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

数
々
の
演
奏
会
、
中
で
も
学
園

創
立
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て

相
愛
に
は
、
音
楽
教
室
か
ら

大
学
ま
で
を
つ
な
ぐ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て

「
呼
吸
法
・
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
が
あ
れ
ば
、
学
園
が

一
体
に
な
る
役
割
が
果
た
せ
ま

す
。「

呼
吸
」
は
演
奏
す
べ
て
に
、

相
愛
女
子
短
期
大
学
お
よ
び

相
愛
大
学
に
２０
年
間
勤
務
し
て

思
う
こ
と
は
、
わ
が
学
園
の
建

学
の
精
神
を
表
す「
當
相
敬
愛
」

の
意
味
す
る
も
の
は「
優
し
さ
」

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
に

優
し
く
、
家
族
、
友
人
、
隣
人

立
ち
寄
る
や
沙
羅
の
木
の
か
げ
―
退
職
者
あ
い
さ
つ

音
楽
学
部

沖
浩
一
教
授

感
無
量
で
す
。

た
と
え
ば
「
終
止
形
」
を
教

え
て
も
「
開
始
形
」
を
教
え
な

い
の
は
何
故
？
　
何
故
わ
れ
わ

れ
日
本
人
の
多
く
の
人
が
西
洋

音
楽
を
？
　
楽
譜
を
教
え
な
い

か
ら
猫
踏
ん
じ
ゃ
っ
た
が
弾
け

る
？
　
な
ど
で
す
。
そ
れ
か
ら

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
２１
期
生

ま
で
の
諸
君
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
、
サ
ブ
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
の
テ

ン
シ
ョ
ン
・
ノ
ー
ト
に
も
１３

th
は
あ
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
創
作
演
奏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
お
き
の
木
会
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

音
楽
学
部

岸
邉
百
百
雄
教
授

欧
州
公
演
が
評
価
さ
れ
幸
せ

行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
で

の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
対
し
、

高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
な

ど
、
楽
し
く
充
実
し
た
思
い
出

と
共
に
退
職
で
き
る
幸
せ
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

先
行
き
の
見
え
に
く
い
世
の

中
で
す
が
、
建
学
の
精
神
に
則

り
、
今
日
の
社
会
の
要
請
に
も

応
え
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
と

し
て
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。

６
年
間
、
多
く
の
方
々
の
お

世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
文
学
部

新
井
俊
一
教
授

社
会
問
題
に
通
じ
る
「
優
し
さ
」

に
優
し
く
、
動
植
物
や
自
然
全

体
に
も
優
し
く
、
と
い
う
ふ
う

に
、
こ
の
精
神
は
環
境
問
題
に

も
社
会
問
題
に
も
当
て
は
ま
り

ま
す
。
相
愛
は
今
、
危
急
存
亡

の
秋
に
来
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
時
に
こ
そ
教
職
員
も
学

生
も
、
こ
の
精
神
に
立
ち
返
っ

て
心
を
合
わ
せ
て
学
園
再
建
に

努
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
最
後

に
、
私
の
生
活
と
社
会
的
地
位

を
２０
年
間
に
わ
た
っ
て
保
証
し

て
く
れ
た
相
愛
学
園
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

音
楽
学
部

三
谷
美
智
子
教
授

学
園
を
一
体
に
つ
な
ぐ
「
呼
吸
」

音
楽
療
法
、
心
理
学
に
デ
ィ
ク

シ
ョ
ン
に
、
ま
た
、
全
学
部
の

教
職
員
に
必
要
な
も
の
で
す
。

こ
れ
は
音
楽
教
室
、
中
学
、
高

校
、
大
学
へ
と
発
展
す
る
基
礎

科
目
で
す
。

さ
ら
に
高
校
、
大
学
で
声

楽
・
管
楽
の
目
玉
教
科
と
し
て

取
り
入
れ
、
大
学
卒
業
時
に
修

了
証
書
を
授
与
し
ま
す
と
、
社

会
へ
つ
な
げ
ま
す
。

学
園
の
発
展
を
願
い
つ
つ
、

教
職
員
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

大和冷機工業㈱

辻　　将克
人文学部現代社会学科卒

㈱三井住友銀行

牧野　美穂
音楽学部音楽学科卒

岩
堂
美
智
子
監
修
、
松
島
恭
子
編
集

竹
中
優
、
土
江
節
子
編

（
執
筆
分
担
・
太
田
美
穂
）

応
用
栄
養
学

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

演
習
・
実
習

う
よ
。

先輩からの

アドバイス職 活就 動 創立120

「
映
画
で
イ
メ
ー
ジ
膨
ら
ま
せ
た
」

沼
田
さ
ん

◆退職者（平成21年3月31日付）◆

■大学
音楽学部
教授　　沖　　浩一
教授　　岸邉百百雄
教授　　三谷美智子

人文学部
教授　新井　俊一
教授　D・B・ウイリス
講師　戸口　愛泰

人間発達学部
准教授　宮原　公子
講師　　薮内　節子
助手　　柴田　　満

■事務局
部長　村山　　肇
主幹　徳山　秀明
職員　佐藤　智恵
職員　服部　貴子
職員　栗原　愛美
職員　田中ちづる
職員　市村　嘉弘

（平成20年10月31日付）
職員　渡部　理恵

（平成20年5月31日付）
職員　大村　勝人

（平成20年11月30日付）

私
が
就
職
活
動
を
始
め
た
の

は
、
社
会
人
と
し
て
自
分
が
認
め

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
挑
戦
し
て

み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
当

初
、
一
人
で
始
め
た
就
職
活
動
は

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
不
安
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
親
や
就
職

課
の
方
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の

時
、
今
の
自
分
に
何
が
必
要
か
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
切
だ
っ
た
の
が
自
己

分
析
で
す
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
新
し
い
自
分
」
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
他
の
人

と
は
違
う
長
所
を
見
つ
け
、
適
切

な
言
葉
で
ま
と
め
て
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

自
分
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
晴
れ
て
内
定
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
円
滑
に
就
職

活
動
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
就
職
課
に
相
談
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

皆
さ
ん
、
就
職
課
を
た
く
さ
ん

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
何
回
も
足

を
運
び
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
え
る

こ
と
が
「
就
職
」
へ
の
近
道
だ
と

思
い
ま
す
。

こ
の
就
職
活
動
を
通
じ
て
次
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
採
用
担
当

者
は
大
学
名
で
採
用
を
し
て
い
な

い
。
人
物
を
見
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
人
物
を
磨
く
た
め
に
も
学
生

時
代
に
自
分
の
中
で「
頑
張
っ
た
」

と
言
え
る
経
験
を
積
ん
で
い
て
ほ

し
い
こ
と
で
す
。
新
し
い
自
分
に

出
会
う
こ
と
の
出
来
る
充
実
し
た

就
職
活
動
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今
か
ら
就
職
活
動
を
行
う
皆
さ

ん
、
一
度
き
り
の
人
生
で
す
。
中

途
半
端
な
活
動
を
し
て
就
職
を
妥

協
せ
ず
、
自
分
を
信
じ
て
必
死
に

内
定
を
取
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

Risewiththefallen!

曲
専
攻
３
回
生
　
横
山
智
彦
（
第
４
回
Ｔ
Ｉ

Ａ
Ａ
全
日
本
作
曲
家
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
、
相

愛
学
園
１
２
０
周
年
記
念「
よ
ろ
こ
び
の
歌
」

佳
作
）
▽
学
長
奨
励
賞
＝
現
代
社
会
３
回
生

秋
豆
由
利
奈
（
関
西
学
生
地
域
テ
ニ
ス
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
準
優
勝
∧
シ
ン
グ
ル
ス
∨
）、
専

攻
科
ピ
ア
ノ
専
攻
　
柴
田
亜
里
沙
（
第
１４
回

２
０
０
８
年
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
国
際
学
生
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
最
優
秀
賞
、
神
戸
市
長

賞
受
賞
）
※
以
上
は
３
月
１７
日
表
彰
▽
本
願

寺
賞
（
卒
業
年
次
生
）
＝
作
曲
　
中
島
満
久
、

声
楽
　
安
達
賢
二
、
声
楽
　
有
村
友
佑
、
声

楽
　
大
江
彩
、
声
楽
　
川
久
保
昌
美
、
声
楽

岸
田
悠
希
子
、
声
楽
　
辻
岡
美
希
、
ピ
ア
ノ

一
ノ
瀬
裕
美

就
職
活
動
を
通
し
て
、
社
会
へ

の
視
野
が
広
が
っ
た
だ
け
で
な

く
、
自
分
に
対
す
る
視
野
も
大
き

く
広
が
り
ま
し
た
。
自
身
を
改
め

て
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
隠
れ
て

い
た
自
分
の
良
さ
や
気
付
か
な
か

っ
た
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
経
験
が
す

べ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

１５
年
近
く
音
楽
を
続
け
て
き
た

私
が
就
職
と
い
う
道
を
決
断
し
た

理
由
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
音
楽

で
積
み
上
げ
て
き
た
力
を
、
今
度

は
違
う
形
で
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
毎
日
練
習

に
励
ん
だ
粘
り
強
さ
や
継
続
力

は
、
社
会
に
出
た
時
、
非
常
に
強

い
武
器
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
就
職
活
動
を
し

て
初
め
て
気
付
い
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
り
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
経
験
で
あ
っ
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
会
社
を

見
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
好
奇

心
が
湧
き
上
が
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
経
験
し
て
き
た
こ
と
、
自

分
の
武
器
を
、
素
直
に
堂
々
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
就
職
活

動
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
と
い
う
も
の
を
更
に
は
っ
き

り
と
形
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
新
し
い
自
分
を
た
く

さ
ん
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。
焦
ら

ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。

音
楽
で
築
い
た
力
を
生
か
す

「
新
し
い
自
分
」
を
見
つ
け
て
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山
田

ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
の
公
演
は
４
回
目
で
す
。

学
生
た
ち
は
昨
年
４
月
か
ら
ほ

ぼ
１
年
を
か
け
て
つ
く
り
上
げ

ま
し
た
が
、
よ
く
こ
こ
ま
で
き

た
な
と
思
い
ま
す
ね
。
点
数
を

付
け
る
な
ら
１
２
０
点
。
こ
れ

か
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て
客
席

を
沸
か
せ
た
り
、
聴
か
せ
た
り

で
き
る
か
が
課
題
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
は
、
経
験
を
積
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

安
達

自
分
が
演
じ
る
に
あ

た
っ
て
、
山
田
先
生
の
パ
パ
ゲ

ー
ノ
を
稽
古
の
時
に
何
度
も
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
到
底
マ

ネ
は
で
き
な
い
し
、
し
た
と
し

て
も
中
途
半
端
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
の
で
、
自
分
な
り
の
パ
パ

ゲ
ー
ノ
を
演
じ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

沼
田

私
は
パ
ミ
ー
ナ
が
少

女
か
ら
大
人
に
成
長
し
て
い
く

過
程
や
お
母
さ
ん（
夜
の
女
王
）

と
の
結
び
付
き
を
し
っ
か
り
表

現
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、「
自
転
車
泥
棒
」

と
い
う
映
画
を
見
た
り
し
て
、

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

星
野

最
初
の
う
ち
は
「
演

じ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
強

く
て
迷
い
が
目
線
に
表
れ
た
り

し
て
い
ま
し
た
が
、
役
に
な
り

き
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
楽
し
く
自
由
に
歌
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

山
田

今
回
は
学
生
た
ち
も

初
め
て
原
語
（
ド
イ
ツ
語
）
で

歌
っ
て
い
ま
す
。
覚
え
る
の
も

大
変
だ
け
ど
、
そ
こ
に
感
情
を

乗
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

の
が
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

沼
田

初
め
て
パ
ミ
ー
ナ
の

ア
リ
ア
を
歌
い
ま
し
た
が
、
力

を
温
存
し
な
が
ら
歌
わ
な
い
と

い
け
な
く
て
。
と
て
も
難
し
い

楽
曲
で
し
た
ね
。

安
達

大
学
の
レ
ッ
ス
ン
で

ア
リ
ア
を
歌
っ
て
は
い
た
の
で

す
が
、
実
際
に
オ
ペ
ラ
を
経
験

し
た
こ
と
で
前
後
の
つ
な
が
り

や
流
れ
が
分
か
っ
て
、
と
て
も

い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

星
野

私
の
場
合
は
、
３
人

一
緒
と
い
う
役
な
の
で
、
気
持

ち
を
一
つ
に
し
よ
う
と
み
ん
な

で
相
談
し
な
が
ら
、
何
度
も
何

度
も
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
を
や

っ
て
み
ま
し
た
。
稽
古
の
時
以

外
で
会
っ
て
も
、
そ
の
瞬
間
に

ク
ナ
ー
ベ
に
な
る
く
ら
い（
笑
）

真
剣
に
練
習
し
て
、
本
番
で
は

自
分
た
ち
が
一
番
し
っ
く
り
す

る
演
技
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

山
田

今
回
は
セ
リ
フ
が
日

本
語
だ
っ
た
の
で
、
芝
居
と
し

て
成
立
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
点
で
も
苦
労
し
た
と
思

安
達

歌
に
は
楽
譜
が
あ
り

ま
す
が
、
セ
リ
フ
の
場
合
は
ど

う
い
う
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

や
る
か
は
自
分
次
第
な
の
で
難

し
か
っ
た
で
す
ね
。
２
時
間
く

ら
い
風
呂
で
練
習
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
母
か
ら
「
い
つ

ま
で
入
っ
て
い
る
の
？
」
と
言

わ
れ
て
し
ま
い
し
た
（
笑
）。

星
野

舞
台
で
は
い
つ
も
は

ド
レ
ス
な
の
で
す
が
、
今
回
は

ク
ナ
ー
ベ
＝
童
子
と
い
う
こ
と

で
、
足
ま
で
体
の
ラ
イ
ン
が
見

え
る
衣
装
で
し
た
。
女
性
に
見

え
て
し
ま
っ
た
ら
い
け
な
い
の

で
、
そ
う
見
え
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

鏡
を
見
な
が
ら
練
習
し
、
本
番

で
も
そ
れ
を
意
識
し
な
が
ら
舞

台
に
立
ち
ま
し
た
。

沼
田

私
は
初
日
の
稽
古
の

時
、演
出
の
岩
田
達
宗
先
生
に
、

足
の
さ
ば
き
方
を
注
意
さ
れ
ま

し
た
。
普
段
は
足
の
隠
れ
る
ド

レ
ス
を
着
て
い
る
の
で
、
あ
ま

り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
…
…
。
そ
れ
か
ら
は
、
普

段
で
も
気
を
付
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

山
田

舞
台
に
立
つ
と
い
う

こ
と
は
一
朝
一
夕
に
い
か
な
い

の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し
な

い
と
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
よ
ね
。

沼
田

次
に
も
し
で
き
る
な

ら
、
全
幕
を
通
し
て
パ
ミ
ー
ナ

を
や
り
た
い
と
い
う
夢
が
膨
ら

み
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
も

っ
と
違
う
も
の
が
見
え
て
く
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

安
達

僕
は
「
ド
ン
・
カ
ル

ロ
」
や
「
椿
姫
」
の
よ
う
な
イ

タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
も
や
っ
て
み

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
カ
ッ
コ
い
い
役
を
や
り
た

い
で
す
ね
（
笑
）。

星
野

私
の
人
生
の
転
機
に

は
必
ず
歌
が
あ
り
ま
し
た
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
と
い
う
と
堅
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
聴
い
て

み
る
と
き
っ
と
好
き
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
意
味

で
も
、
歌
を
ず
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田

そ
う
、
継
続
は
力
で

す
。
今
回
の
公
演
で
は
梅
田
俊

明
先
生
率
い
る
学
生
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
で

し
っ
か
り
と
音
楽
を
支
え
て
く

れ
た
の
が
、
心
強
か
っ
た
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
た
ち
に

オ
ペ
ラ
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し

さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
、
何
年
か
に
一
度
は
学
校
の

外
で
発
表
し
た
い
気
持
ち
が
さ

ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

相
愛
学
園
創
立
１
２
０
周
年
記
念
行
事
の
掉
尾
を
飾
る
オ

ペ
ラ
公
演
「
魔
笛
」
が
３
月
７
、
８
の
両
日
、
兵
庫
県
尼
崎

市
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も

温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
、
長
い
歴
史
を
誇
る
「
音
楽
の
相
愛
」

の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
公
演
に
参
加
し

た
４
人
が
、
無
事
に
終
え
た
心
境
と
そ
の
成
果
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

山田健司・音楽学部教授（右端）
総監督、パパゲーノ役　

沼田葉子さん（専攻科・左から2人目）
パミーナ役（8日の公演、第2幕）

星野真帆さん（4回生・右から2人目）
クナーベ役

安達賢二さん（4回生・左端）
パパゲーノ役（8日の公演、全幕）

「風呂でセリフを2時間練習」

0周年記念行事の掉尾を飾る

安達さん

「
役
に
な
り
き
り
自
由
に
歌
え
た
」

星
野
さ
ん

出演学生ら公演を語る

オペラ公演「魔笛」

〈出席者〉 ※学年は今年3月の公演当時

7日の公演、
全幕（ （ 8日の公演、

第1幕と第2幕前半（ （
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Ｑ
　
英
語
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
た

の
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
？
　
ま
た
そ
の
き

っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
自
分
が
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に

あ
こ
が
れ
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
、
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
は

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
の
と
き
に
好
き
な
英
語
を
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
思
い
、
外
国
語
大
学
へ
進
む

こ
と
に
決
め
、
大
学
で
英
語
の
教
員
免
許

を
と
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
先
生
は
ど
の
よ
う
な
中
学
、
高
校
時

代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？

Ａ
　
中
学
、
高
校
と
吹
奏
楽
部
に
所
属
し

て
い
て
、
特
に
高
校
時
代
は
ク
ラ
ブ
一
筋

の
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。「
ホ
ル
ン
」
と
い
う
楽
器
を
吹
い

て
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
前
は
夜
遅
く

ま
で
練
習
し
、
マ
ー
チ
ン
グ
大
会
の
前
は

運
動
場
で
練
習
す
る
た
め
、
真
っ
黒
に
日

焼
け
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
何
か
ご
趣
味
や
特
技
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
映
画
鑑
賞
が
好
き
で
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ

ッ
プ
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ど
も
よ
く
観
に
行
き
ま
す
。
最
近
は
東

京
で
劇
団
四
季
の
「
ウ
ィ
キ
ッ
ド
」
を
観

て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
お
す
す
め
で

す
。

Ｑ
　
休
み
の
日
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
何
も
用
事
が
な
い
時
は
よ
く
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
ま
す
。
そ
こ
で
偶
然
発
見
し

た
カ
フ
ェ
な
ど
に
立
ち
寄
っ
て
の
ん
び
り

過
ご
す
の
が
好
き
で
す
。

Ｑ
　
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

Ａ
　
「
適
当
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。「
良

い
加
減
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
無

理
を
し
過
ぎ
ず
、
い
つ
も
自
分
ら
し
く
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
相
愛
生
の
良
い
と
こ
ろ
、
こ
こ
を
直

せ
ば
も
っ
と
良
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
。

Ａ
　
私
は
明
る
く
て
素
直
な
相
愛
の
み
な

さ
ん
が
大
好
き
で
す
。
み
な
さ
ん
に
は
相

愛
生
と
し
て
規
律
あ
る
生
活
の
中
で
、
自

分
が
好
き
な
こ
と
、
熱
中
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
、
個
性
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
長
い
学
校
生
活
で
す
か
ら
、
自

分
の
思
い
通
り
に
い
か
な
く
て
辛
く
感
じ

る
時
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み
な

さ
ん
よ
り
〝
少
し
〞
長
く
生
き
て
き
た
私

が
思
う
の
は
、
つ
ら
い
経
験
も
楽
し
い
経

験
と
同
じ
く
今
の
私
を
つ
く
る
も
の
で
あ

り
、
今
の
幸
せ
だ
と
思
う
瞬
間
に
つ
な
が

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
み

な
さ
ん
も
ど
ん
な
時
で
も
、
こ
の
先
に
は

良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
待
っ
て
い
る
の
だ

と
信
じ
、
そ
の
時
を
精
一
杯
、
前
向
き
に

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回

登
場
し
て
い
た
だ
く
先
生
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
　
足
立
加
奈
子
先
生
で
す
。

多
く
の
ご
来
賓
と
保
護
者
、
教
職

員
が
見
守
る
中
、
４
月
７
日
（
火
）

午
前
に
相
愛
高
等
学
校
、
午
後
に
中

学
校
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。新

入
生
た
ち
は
、
緊
張
を
隠
せ
な

い
中
で
、
大
き
な
希
望
に
あ
ふ
れ
た

表
情
を
見
せ
な
が
ら
入
場
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
荘
重
な
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
音
色
と
、
華
や
か
な
歌
声
が

響
き
渡
る
仏
教
音
楽
法
要
の
形
式
に

驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

校
長
先
生
か
ら
お
念
珠
を
手
渡
さ

れ
、
宗
門
校
と
し
て
歴
史
と
伝
統
に

満
ち
た
相
愛
学
園
で
の
生
活
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
の

大
き
さ
を
表
す
か
の
よ
う
に
、
校
門

「ウィキッド」はおすすめ

先
生

数
珠
つ
な
ぎ

の
コ
ー
ナ
ー

松本多加先生の巻

●平成20年度末退職者
専任教諭 神橋　　徹（数学）

永長　良章（数学）
常勤講師 鷲見佐和子（理科）
非常勤講師 藤野　敬子（国語）

平井　令子（数学）
藤澤くみ子（数学）
河上　ふみ（美術）
里　　純栄（英語）
住吉　洋子（英語）
濱本　智子（英語）
吉川由紀子（理科）
田畑　滋久（理科）
西川裕貴子（社会）

●平成21年度新任
常勤講師 中村　尚司（数学）

宮村　和秀（理科）
非常勤講師 土岐真理子（理科）

山田　智子（美術）
中柴みどり（家庭）

◆人　事◆

　　　　　　 大学名
相愛大学
追手門学院大学
大阪音楽大学
大阪教育大学
大阪芸術大学
大阪産業大学
大阪樟蔭女子大学
大阪女学院大学
関西外国語大学
関西看護医療大学
関西大学
関西福祉科学大学
近畿大学
摂南大学
太成学院大学
梅花女子大学
阪南大学
桃山学院大学
京都外国語大学
京都女子大学
同志社女子大学
花園大学
龍谷大学
大手前大学 
関西学院大学
甲南女子大学
神戸国際大学
神戸女学院大学
神戸薬科大学
園田学園女子大学
兵庫医療大学
武庫川女子大学
拓殖大学
桐朋学園大学
九州産業大学
合計

合格数
35
1
1
1
2
1
4
2
3
1
3
1
10
1
1
1
1
14
1
5
1
1
7
3
2
4
1
3
1
1
1
1
1
1
2

119

進学数
32
1
1
1
2
1
4
2
3
0
3
1
7
1
1
1
1
13
 1
5
1
1
7
3
1
2
1
3
1
1
0
1
1
1
1

106

　　　　　　 短大名
関西外国語大学短期大学部
武庫川女子大学短期大学部
京都外国語短期大学
龍谷大学短期大学部
大阪音楽大学短期大学部
大阪キリスト教短期大学
大阪女子短期大学
大阪城南女子短期大学
大阪信愛女学院短期大学
常磐会短期大学
大阪成蹊短期大学
藍野学院短期大学青葉丘校
夙川学院短期大学
合計

　　　　　　 学校名
大阪ベルェベル美容専門学校
ル・トーア東亜美容専門学校
大阪警察病院看護専門学校
大阪済生会中津看護専門学校
大阪赤十字看護専門学校
関西医科大学附属看護専門学校
ＰＬ学園衛生看護専門学校
国立病院機構大阪医療センター附属看護学校
防衛医科大学校高等看護学院
大阪医療秘書福祉専門学校 
南海福祉専門学校
ホスピタリティツーリズム専門学校
駿台観光＆外語専門学校
放送芸術学院
アミューズメントメディア総合学院
大阪デザイナー専門学校
大阪法律専門学校
ナンバペット美容学院 
グラムール美容専門学校
合計

合格数
3
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
17

合格数
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
22

進学数
3
1
0
2
0
1
1
2
1
1
1
1
1
15

進学数
2
1
2
0
0
0
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
0
1
1
16

平成20年度入試（大学・短大・専門学校）合格数

平成20年度卒業生進路状況（平成21年3月卒業）

相愛大学
他大学
短大
専門学校
就職
留学
未定（予備校その他）
合計

0
9
4
2
0
0
0
15

英語
コミュニケーション

コース

特進
コース

0
11
1
2
0
0
2
16

進学
コース

17
47
10
11
0
0
2
87

音楽科

15
7
0
1
0
0
0
23

合計

32
74
15
16
0
0
4

141

2009年3月24日現在

大
学
卒
業
式
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

高校卒業式・
記念パーティー

中学・高校中学・高校
入学式入学式
中学・高校
入学式

卒業奉告参拝・
帰敬式

前
で
は
新
入
生
と
保
護
者
が
、
看
板

を
背
に
写
真
を
撮
る
和
や
か
な
風
景

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
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２
月
２０
日
（
金
）、
今
春
卒
業
を

控
え
た
高
校
生
１
４
１
人
が
本
山

（
西
本
願
寺
）
と
大
谷
廟
堂
を
訪
れ
、

卒
業
奉
告
参
拝
を
し
ま
し
た
。う
ち
、

希
望
者
１
１
４
人
と
大
学
・
短
大
生

８
人
、
並
び
に
保
護
者
９
人
（
計
１

３
１
人
）
が
同
日
の
帰
敬
式
を
受
け

ま
し
た
。

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た

帰
敬
式
で
は
、
ご
門
主
さ
ま
が
式
章

を
か
け
、
合
掌
す
る
受
式
者
一
人
ひ

と
り
に
、
お
か
み
そ
り
を
あ
て
ら
れ

ま
し
た
。
受
式
者
を
代
表
し
て
、
高

校
３
生
の
石
田
愛
さ
ん
が
法
名
を
拝

受
し
、
北
野
美
津
子
さ
ん
が
ご
門
主

さ
ま
の
前
で
「
お
念
仏
の
教
え
を
人

生
の
糧
と
し
て
強
く
明
る
く
生
き
抜

き
ま
す
」
と
帰
敬
文
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。

集
団
生
活
を
通
し
て
相
互

理
解
を
深
め
、
個
人
の
あ
り

方
を
学
ぶ
。
厳
冬
の
自
然
環

境
に
あ
っ
て
ス
キ
ー
の
習
得

を
通
し
て
、
目
標
到
達
の
楽

し
さ
や
体
力
作
り
を
目
的

に
、
毎
年
こ
の
時
期
に
高
校

１
年
生
を
対
象
と
し
た
学
校

行
事
で
す
。
暖
冬
と
は
い
え

雪
の
量
、質
と
も
に
十
分
で
、

昼
間
の
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
、

そ
の
後
の
集
団
行
動
と
、
日

ご
ろ
と
は
違
っ
た
生
活
を
体

験
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

飛
躍
期
し
て

141
人
巣
立
ち

飛
躍
期
し
て

141
人
巣
立
ち式に

先
立
っ
て
皆
勤
賞
、
本

願
寺
賞
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。
皆
勤
賞
（
３
年
間
）
で
は
、

６
人
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
本

願
寺
賞
は
、学
業
成
績
に
優
れ
、

宗
門
校
に
お
い
て
、
宗
祖
親
鸞

聖
人
の
み
教
え
を
深
く
学
び
、

そ
の
見
本
と
な
っ
た
者
へ
、
本

願
寺
よ
り
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
２
人
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
＝
丸
写
真
。

卒
業
証
書
授
与
式
で
は
、
各

担
任
か
ら
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
卒
業
生
、
担
任
共
に
別

れ
の
寂
し
さ
と
巣
立
っ
て
い
く

喜
び
か
ら
、
涙
を
浮
か
べ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
在

校
生
の
送
辞
を
受
け
て
、
卒
業

生
代
表
の
森
安
千
友
勢
さ
ん
が

答
辞
を
述
べ
、
普
段
は
恥
ず
か

し
く
て
言
葉
に
で
き
な
い
家

族
、
先
生
方
、
友
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
、
涙
な
が
ら

に
精
一
杯
伝
え
ま
し
た
。

式
後
、
会
場
を
千
里
阪
急
ホ

テ
ル
へ
と
移
し
、
卒
業
記
念
パ

ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ー
ス
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
、
舞
台
で
は
、
各
ク
ラ
ス

ご
と
に
感
謝
の
思
い
を
歌
や
ダ

ン
ス
に
し
て
、
担
任
の
先
生
方

に
送
っ
た
り
と
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

集
団
生
活
で

き
ず
な
深
め
る

120周年記念の
校旗新調

新
た
な
旅
立
ち
を
祝
う
か
の
よ
う
な
晴
天

に
恵
ま
れ
た
２
月
２８
日
（
土
）、
相
愛
学
園

本
町
学
舎
講
堂
に
て
、
第
６１
回
相
愛
高
等
学

校
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

ご
本
山
を
は
じ
め
と
す
る
、多
数
の
ご
来
賓
、

保
護
者
、
教
職
員
、
在
校
生
に
見
送
ら
れ
、

１
４
１
人
の
卒
業
生
が
相
愛
高
等
学
校
を
巣

立
ち
ま
し
た
。

相
愛
高
校
の
代
々
の
卒
業
生
が

卒
業
を
記
念
し
て
学
校
に
寄
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
浄
財
の
一
部

で
、
相
愛
学
園
創
立
１
２
０
周
年

を
記
念
し
て
、
校
旗
が
新
調
さ
れ
、

４
月
６
日
に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。

◆コンクール入賞者◆

第18回日本クラシック音楽コンクール
地区本選会　優秀賞　　　　　中塚　菜月

第62回全日本学生音楽コンクール
大阪大会本選　第３位　　　　田中　　茜

第18回日本クラシック音楽コンクール
地区本選会　好演賞　　　　　
第９回大阪国際音楽コンクール
弦楽器部門Age-H 入選　　　比奈本　茜　　

第９回大阪国際音楽コンクール
声楽部門　入選　　　　　　　
第14回KOBE国際学生音楽コンクール
声楽部門　優秀賞　　　　　　竹内　志織

第11回“万里の長城杯”国際音楽コンクール
入賞第６位　　　　　　　　　松島　紗希

第30回阪神ジュニア音楽コンクール
本選　兵庫県教育長賞　　　　八幡柚莉絵

大
学
卒
業
式
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

高校卒業式・高校卒業式・
記念パーティー記念パーティー
高校卒業式・
記念パーティー

中学・高校
入学式

卒業奉告参拝・
帰敬式

大
学
卒
業
式
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

高校卒業式・
記念パーティー

中学・高校
入学式

卒業奉告参拝・卒業奉告参拝・
帰敬式帰敬式

卒業奉告参拝・
帰敬式

ウィンタースクールウィンタースクールウィンタースクールウィンタースクールウィンタースクール高１

集
団
生
活
で

き
ず
な
深
め
る

1月9日から13日まで、
4泊5日の日程で
長野県下高井郡の

「北志賀高原よませスキー場」で
冬期集団生活を実施しました。

大
胆
に
改
革

「
選
択
と
集
中
」
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㈱くらコーポレーション
大津におの浜店勤務

石川智一さん
（相愛大学人文学部卒）

入
社
４
年
目
。
大
阪
府
堺
市

に
本
部
を
置
く
回
転
寿
司
チ
ェ

ー
ン
「
く
ら
寿
司
」
の
大
津
に

お
の
浜
店
（
大
津
市
）
で
店
長

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
店
の
運
営
・

管
理
や
従
業
員
の
指
導
、
お
客

さ
ん
へ
の
対
応
な
ど
に
あ
た
っ

て
い
る
。
一
見
、「
物
静
か
な

人
」と
い
う
印
象
を
受
け
る
が
、

い
っ
た
ん
厨
房
に
立
つ
と
穏
や

か
な
表
情
が
グ
ッ
と
引
き
締
ま

り
、テ
キ
パ
キ
と
指
示
を
出
す
。

「
研
修
期
間
は
つ
ら
か
っ
た

で
す
ね
。
レ
ポ
ー
ト
を
書
い
て

も
な
か
な
か
評
価
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
し
、
戸
惑
う
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
自
分
に
向
い

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
自
分
な
り
に
コ
ツ
コ
ツ
努

力
す
る
こ
と
で
課
題
を
乗
り
越

え
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。２
時
間
早
く
出
勤
し
た
り
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
居
残

っ
て
先
輩
や
同
僚
に
分
か
ら
な

い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」。
今
、
店

の
幹
部
と
し
て
働
く
姿
か
ら

自
分
を
変
え
円
滑
に
仕
事

科目 本年度予算 前年度予算 増減
学生生徒等納付金収入 2,888,783 2,788,466 100,317
手数料収入 5,02132,527 27,506
寄附金収入 30,850 54,004 △ 23,154
補助金収入 469,454 452,880 16,574
資産運用収入 16,673 19,657 △ 2,984
資産売却収入 0 1,990 △ 1,990
事業収入 100,030 98,672 1,358
雑収入 118,530 152,858 △ 34,328
前受金収入 418,995 418,190 805
その他の収入 508,246 1,280,041 △ 771,795
資金収入調整勘定 △ 515,396 △ 627,998 112,602
前年度繰越支払資金 1,757,900 1,512,378 245,522
収入の部合計 5,826,592 6,178,644 △ 352,052
人件費支出 2,709,856 2,947,703 △ 237,847
教育研究経費支出 663,335 593,046 70,289
管理経費支出 192,057 221,863 △ 29,806
施設関係支出 122,090 161,778 △ 39,688
設備関係支出 43,692 47,155 △ 3,463
資産運用支出 178,867 415,219 △ 236,352
その他の支出 499,422 442,813 56,609
資金支出調整勘定 △ 227,208 △ 408,833 181,625
次年度繰越支払資金 1,644,481 1,757,900 △ 113,419
支出の部合計 5,826,592 6,178,644 △ 352,052

収
入
の
部

支
出
の
部

●資金収支予算   　　　　　　　　　　　　  （単位　千円）

●消費収支予算   　　　　　　　　　　　　  （単位　千円）

平成21年度予算が3月27日開催の理事会・評議員会において、
次の通り承認可決されました。

科目 本年度予算 前年度予算 増減
学生生徒等納付金 2,888,783 2,788,466 100,317
手数料

当年度消費支出超過額 215,396 441,214
前年度繰越消費支出超過額 8,848,607 8,617,591
基本金取崩額

5,02132,527 27,506
寄附金 30,850 54,336 △ 23,486
補助金 469,454 452,880 16,574
資産運用収入 16,673 19,657 △ 2,984
資産売却差額 0 1,990 △ 1,990
事業収入 100,030 98,672 1,358
雑収入 118,530 152,858 △ 34,328
帰属収入の部合計 3,656,847 3,596,365 60,482
基本金組入額合計 △ 69,794 0 △ 69,794
消費収入の部合計 3,587,053 3,596,365 △ 9,312
人件費 2,542,895 2,788,026 △ 245,131

管理経費 212,395 242,306 △ 29,911
教育研究経費

徴収不能額 0 36,123 △ 36,123
消費支出の部合計 3,802,449 4,037,579 △ 235,130

△ 225,818

△ 210,198
215,396

231,016

1,047,159 971,124 76,035

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

0 210,198
翌年度繰越消費支出超過額 9,064,003 8,848,607

財務の概要

今
年
も
新
し
い
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
満
開
の
桜
、
美

し
い
新
芽
と
か
ぐ
わ
し
い
空

気
の
香
り
、
あ
た
た
か
い
日

差
し
。
春
は
い
つ
も
私
た
ち

に
新
し
い
希
望
に
満
ち
た
気

持
ち
を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

さ
て
昨
年
度
、
相
愛
学
園
は

創
立
１
２
０
周
年
と
い
う
記

念
の
年
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
記
念
行
事
が
学

園
の
内
外
で
に
ぎ
わ
し
く
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
１
２
０
年
も
の
月
日
を
重

ね
て
今
日
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
多
く
の
先
達
が
永
々

と
受
け
継
い
で
こ
ら
れ
た
惜

し
み
な
い
努
力
と
、
学
園
に

寄
せ
る
深
い
愛
情
に
よ
る
も

の
で
し
ょ
う
。
時
代
の
流
れ

と
変
化
は
今
世
紀
に
入
っ
て

さ
ら
に
激
し
く
な
り
、
教
育

の
現
場
も
少
子
化
へ
の
厳
し

い
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
ん
な
時
で
あ
る
か
ら

こ
そ
学
園
の
ル
ー
ツ
で
あ
っ

た
〝
心
〞
を
感
謝
と
共
に
思

い
出
し
た
い
も
の
で
す
。
１

２
０
周
年
を
終
え
て
、
新
し

い
気
持
ち
で
１
２
１
年
目
の

相
愛
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
斎
藤
）

は
、
戸
惑
い
や
迷
い
は
感
じ
ら

れ
な
い
。

大
学
時
代
は
心
理
学
を
勉
強

す
る
一
方
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

部
に
所
属
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

で
仲
間
と
合
宿
し
た
り
、
リ
ー

ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た

経
験
も
持
つ
。「
大
学
時
代
は

楽
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
振
り
返

っ
て
み
る
と
自
己
中
心
で
、
も

の
の
考
え
方
も
甘
か
っ
た
。

『
自
分
中
心
で
は
い
け
な
い
』

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
、
学
生
時
代
と
比
べ
て
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
お
客
さ
ん
や
周
り
の
人
た

ち
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
今
日

だ
け
で
な
く
、
あ
す
、
あ
さ
っ

て
を
見
据
え
て
自
分
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
仕
事
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
。

「
一
日
も
早
く
店
長
に
な
り
、

お
客
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
と
同
時
に
、
従
業
員
に
も
楽

し
く
働
い
て
も
ら
え
る
店
を
自

分
の
手
で
運
営
し
て
み
た
い
」

と
当
面
の
目
標
を
語
っ
て
く
れ

た
。そ

し
て
、
最
後
に
は
後
輩
た

ち
に
こ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
残

し
て
く
れ
た
。「
ど
ん
な
仕
事

で
も
３
年
間
は
辛
抱
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
で
き
る
忍
耐
力
を

大
学
時
代
に
養
っ
て
ほ
し
い
」。

編
集
後
記

Ⅰ
平
成
21
年
度
の
特
別
予
算
措
置

平
成
21
年
度
の
事
業
計
画
を
以
下
の

通
り
と
り
ま
と
め
た
。

重
点
事
項
予
算

・
学
園
広
報
に
関
す
る
特
別
予
算

・
教
育
研
究
条
件
に
関
す
る
事
項

・
補
助
金
の
対
象
と
成
り
得
る
教
育
・

研
究
に
対
す
る
特
別
補
助

・
南
港
ホ
ー
ル
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ

購
入
に
関
す
る
事
項

・
相
愛
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
広
島
文
化

芸
術
ホ
ー
ル
（
ア
ル
ソ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）

特
別
公
演

・
高
等
学
校
・
中
学
校
英
検CAT

ス
ク

ー
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
購
入
　

・
高
等
学
校
音
楽
科
新
設
コ
ー
ス
の
機

器
購
入
に
関
す
る
事
項

鍵
盤
楽
器
専
攻
「
電
子
オ
ル
ガ
ン
」

電
子
オ
ル
ガ
ン
１
台

・
ア
ソ
カ
幼
稚
園
提
携
に
関
す
る
事
項

・
大
学
学
科
設
置
調
査
、
申
請
準
備
に
　

関
す
る
事
項

Ⅱ
各
学
校
の
教
育
計
画

１
　
相
愛
大
学
音
楽
学
部

平
成
20
年
度
は
相
愛
学
園
創
立
１
２

０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
∧
相
愛

学
園
創
立
１
２
０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
・
シ
リ
ー
ズ
∨
と
し
て
平
成
19
年
10

月
よ
り
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
半

に
亘
り
約
１
２
０
回
の
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
多
大

な
成
果
を
収
め
た
。
平
成
21
年
度
も
音

楽
学
部
で
は
事
業
計
画
と
し
て
、
学
内
、

学
外
に
お
け
る
各
種
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
開
催
、
外
部
招
聘

に
よ
る
公
開
レ
ッ
ス
ン
な
ら
び
に
公
開

講
座
、
国
際
交
流
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
研
修
、
さ
ら
に
夏
期
・
冬
期
受
験
講

習
会
等
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
関
連
で
は
、
本
学
南
港

ホ
ー
ル
に
お
け
る
各
専
攻
生
に
よ
る

「
学
内
演
奏
会
」、
各
種
の
「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
演
奏
会
」「
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
・
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」、
作
曲

専
攻
生
に
よ
る
「
作
曲
作
品
発
表
会
」、

声
楽
専
攻
生
の
「
オ
ペ
ラ
試
演
会
」「
専

攻
科
修
了
演
奏
会
」「
卒
業
演
奏
会
―
第

１
日
」、
そ
し
て
各
専
攻
の
担
当
教
員
が

出
演
す
る
「
教
員
に
よ
るS

O
A
I

Concert

」
等
の
数
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
外
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

「
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏

会
」（
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
）、「
相
愛
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会
」（
ザ
・
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）、「
卒
業
演
奏
会
―
第

２
日
」（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）、「
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
の
夕
べ
」（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）
等
、

さ
ら
に
は
、
相
愛
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
特

別
演
奏
会
と
し
て
５
月
の
「
西
本
願
寺

演
奏
会
」、
10
月
に
は
「
広
島
演
奏
会
」

（
ア
ル
ソ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
外
部
招
聘
に
よ
る
公
開

レ
ッ
ス
ン
な
ら
び
に
公
開
講
座
に
関
し

て
は
、「
公
開
講
座
フ
ル
ー
ト
（
バ
ー
ツ

ラ
フ
・
ク
ラ
フ
ト
）」、「
Ｋ
・
ギ
ェ
ル
ジ

ョ
ー
ド
・
リ
サ
イ
タ
ル
」、「
公
開
講
座

ヴ
ィ
オ
ラ
・
ス
ペ
ー
ス
」
等
が
開
催
さ

れ
る
。
ま
た
、
国
際
交
流
事
業
と
し
て

の
学
生
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
は
例
年
通

り
、
国
際
交
流
提
携
校
で
あ
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
シ
ョ
パ
ン
音
楽

院
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
音
楽
院
で
の
夏
期
講
習
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

平
成
21
年
度
は
、
将
来
構
想
委
員
会

の
答
申
に
よ
る
新
学
科
の
設
置
準
備
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
る
。
新
学
科
設

置
の
本
来
の
目
的
は
基
幹
学
部
と
し
て

の
音
楽
学
部
の
改
組
・
改
編
に
よ
っ
て

将
来
へ
の
展
望
を
示
し
、
相
愛
大
学
そ

し
て
相
愛
学
園
の
再
建
に
寄
与
す
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
学
科
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
市
場
調
査
、
新
規
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

作
成
、
教
員
人
事
、
施
設
拡
充
等
、
ま

た
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
経
費
等
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
し
か
も
、
23
年

度
実
施
に
向
け
て
文
科
省
へ
の
届
出
や

申
請
等
も
か
な
り
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
学
部
内

に
「
音
楽
学
部
新
構
想
実
行
委
員
会
」

を
設
け
、
学
部
教
員
の
意
志
疎
通
を
図

り
共
通
認
識
の
下
に
具
体
的
な
実
施
案

を
作
成
し
速
や
か
に
実
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
相
愛
大
学
人
文
学
部

学
術
交
流
・
留
学
生
交
換
協
定
を
結

ん
で
い
る
大
学
か
ら
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
、
及
び
研
究
交
流
を
促
進
す
る
た

め
の
態
勢
を
充
実
さ
せ
る
。
過
年
度
も

大
学
間
協
定
を
基
礎
と
し
た
交
流
を
学

部
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、

予
算
整
備
、
規
程
づ
く
り
を
通
じ
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
さ
ら
な
る

施
策
の
具
体
化
を
め
ざ
す
。

大
学
全
体
の
将
来
構
想
、
学
科
再
編

を
視
野
に
入
れ
た
教
育
環
境
及
び
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
学

部
の
設
置
目
標
の
実
現
に
む
け
て
、
教

授
会
、
各
委
員
会
、
学
科
な
ど
の
機
関

運
営
を
円
滑
に
し
、
活
性
化
す
る
。

人
文
科
学
研
究
所
と
連
携
し
て
、
公

開
講
座
な
ど
を
開
催
、
地
域
貢
献
や
学

際
的
発
信
事
業
を
行
う
。

３
　
相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部

人
間
発
達
学
部
は
、
生
涯
を
通
じ
た

人
間
の
発
達
に
つ
い
て
、
心
身
両
面
か

ら
研
究
を
深
め
る
と
と
も
に
、
発
達
を

支
援
し
、
促
す
た
め
の
基
本
的
知
識
と

ス
キ
ル
を
高
め
る
教
育
を
目
指
す
。

こ
れ
ら
の
教
育
や
研
究
の
プ
ロ
セ
ス

に
は
、
大
学
外
へ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
（
普
及
と
交
流
）
に
学
生
を
参
加
さ

せ
、
学
生
の
学
び
が
現
実
の
人
間
生
活

を
基
盤
と
し
た
発
達
の
営
み
を
理
解
す

る
こ
と
か
ら
、
乖
離
す
る
こ
と
な
く
深

ま
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
そ
の
た
め
に
、

す
で
に
連
携
を
深
め
つ
つ
あ
る
民
間
企

業
や
大
阪
府
等
と
の
産
官
学
連
携
を
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
展
開
に
活
用
し
、

地
域
住
民
に
対
し
て
は
、
身
近
で
親
し

み
や
す
い
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ

ー
チ
の
方
法
を
取
り
入
れ
る
。

ま
た
、
地
域
の
生
涯
学
習
事
業
な
ど

に
教
育
ス
タ
ッ
フ
や
学
生
の
開
発
し
た

教
材
な
ど
の
教
育
資
源
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
相
互
交
流
を
図
り
、「
當
相
敬

愛
」
と
い
う
相
愛
大
学
の
建
学
精
神
を

も
と
に
教
育
と
研
究
を
推
進
す
る
。

両
学
科
と
も
、
上
記
の
よ
う
な
教
育

を
展
開
す
る
中
で
、
学
生
が
人
間
発
達

に
関
す
る
基
本
的
学
び
と
応
用
的
能
力

を
養
え
る
よ
う
教
育
課
程
を
展
開
す
る
。

(1)
子
ど
も
発
達
学
科

子
ど
も
発
達
学
科
で
は
、
近
年
の
保

育
・
教
育
情
勢
を
鑑
み
、
平
成
19
年
度

よ
り
保
育
士
養
成
に
加
え
幼
稚
園
教
諭

と
小
学
校
教
諭
の
養
成
を
行
う
課
程
を

設
け
、
資
格
・
免
許
併
有
の
促
進
を
図

る
養
成
機
関
と
し
て
新
た
に
出
発
し
た
。

本
学
科
で
は
、
子
ど
も
を
理
解
す
る
力

や
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
つ
け
て
、
発

達
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
総
合
的
な
視

点
を
も
ち
、
実
践
力
豊
か
な
保
育
士
や

幼
稚
園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
間
発
達
学
部
に
お
い
て
は
、

よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
、
地
域
と

と
も
に
歩
む
大
学
で
あ
り
た
い
と
の
願

い
か
ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
情
報

発
信
を
行
い
、
大
学
の
も
つ
知
的
財
産

を
生
活
と
健
康
を
守
る
た
め
に
必
要
な

情
報
と
し
て
発
信
し
、
地
域
に
深
く
根

付
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

本
学
科
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
意

識
を
高
め
、
親
へ
の
支
援
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
公
開
講
座
（
子
育
て
支
援
講

座
）
を
学
生
の
参
加
の
も
と
に
開
催
す

る
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育
相
談
の
実
施
、
地
域
の
幼

稚
園
・
保
育
所
と
連
携
し
、
研
修
会
の

講
師
を
務
め
る
な
ど
地
域
の
幼
稚
園
・

保
育
所
職
員
の
質
の
向
上
の
一
端
を
担

っ
て
い
る
。
次
年
度
も
続
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

(2)
発
達
栄
養
学
科

管
理
栄
養
士
の
養
成
を
主
た
る
目
的

と
し
、
管
理
栄
養
士
教
育
の
高
度
化
を

図
る
。
１
、
２
年
生
に
対
し
て
は
、
管

理
栄
養
士
の
資
質
を
基
礎
づ
け
る
基
本

的
知
識
・
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
着
実
に
授
業
を
進
め
る
。
３
年
生

以
上
に
は
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
、
将

来
社
会
で
働
く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た

学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
場
で

活
躍
す
る
職
域
別
管
理
栄
養
士
に
よ
る

講
話
や
演
習
な
ど
も
取
り
入
れ
た
授
業

も
行
う
。

国
家
試
験
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
定

期
間
ご
と
に
、
各
学
年
の
学
び
に
応
じ

た
到
達
度
試
験
を
行
い
、
ま
た
外
部
の

模
試
等
も
導
入
し
つ
つ
、
学
び
の
進
度

を
記
録
し
た
個
々
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
作
成
し
、
個
別
の
諸
状
況
に
対
応
し

た
き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う
。

ま
た
、
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
施
策
の
一
つ
で
あ
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
展
開
に
よ
る
環
境

整
備
と
し
て
、
地
域
の
外
食
・
流
通
産

業
、
食
品
産
業
等
と
連
携
・
協
働
し
た

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
、
食
育
の
発

展
を
目
指
す
。
即
ち
産
学
官
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
イ
ズ
ミ
ヤ
「
愛
情
お
弁
当

コ
ン
テ
ス
ト
」
や
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
参
加
事
業
と
し
て
、「
み
ん
な

で
広
げ
よ
う
！
　
食
育
フ
ェ
ス
タ
」（
大

阪
府
、
大
阪
府
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
主
催
）「
野
菜
バ
リ
バ
リ
朝
食
モ

リ
モ
リ
元
気
っ
子
」
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
大
阪
府
、
他
主
催
）
な
ど
で
あ
る
。

４
　
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
も
開
設
２
年
目

を
迎
え
、
よ
う
や
く
学
内
に
お
け
る
存

在
も
認
知
さ
れ
、
運
営
も
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
の
で
、
今
年
度
は
更
に
充
実
を

図
り
た
い
。
ま
た
初
年
次
教
育
、
Ｆ
Ｄ

活
動
、
免
許
更
新
講
習
会
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
善
な
ど
の
諸
課
題
も
あ
る
の
で
、

積
極
的
に
こ
れ
ら
に
取
り
組
み
、
以
下

の
事
業
を
中
心
と
し
て
活
動
を
展
開
し

て
い
く
。

(1)
宗
教
学
、
外
国
語
、
情
報
、
体
育
な

ど
を
始
め
と
す
る
共
通
科
目
を
中
心
と

し
て
、
教
職
課
程
、
司
書
課
程
な
ど
の

授
業
の
運
営
を
お
こ
な
う
。

(2)
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
部
門
別
の
担
当

に
あ
た
り
、
非
常
勤
講
師
と
の
連
絡
調

整
を
不
断
に
お
こ
な
う
。
ま
た
年
度
末

に
翌
年
度
に
向
け
て
の
講
師
と
の
懇
談

会
を
開
催
す
る
。

(3)
大
学
教
育
学
会
、
教
職
課
程
連
絡
会
、

図
書
館
学
会
、
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
、
関
西

Ｆ
Ｄ
連
絡
協
議
会
等
に
参
加
し
て
、
情

報
交
換
や
研
修
に
努
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
授
業
改
善
を
図
る
。

(4)
Ｆ
Ｄ
委
員
会
と
連
携
し
て
Ｆ
Ｄ
研
修

会
を
実
施
す
る
。

(5)
音
楽
学
部
の
協
力
を
得
て
教
員
免
許

更
新
講
習
会
を
開
催
す
る
。

５
　
相
愛
高
等
学
校
・
相
愛
中
学
校

相
愛
高
等
学
校
・
相
愛
中
学
校
の
教

育
に
関
す
る
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
す
る
。

今
日
、
学
校
教
育
と
り
わ
け
、
私
学

を
め
ぐ
る
情
勢
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
大
阪
府
の
財
政
危
機
を
乗
り

越
え
る
手
段
と
し
て
の
私
学
助
成
金
の

大
幅
削
減
が
施
行
さ
れ
、
各
私
学
は
大

き
な
財
政
負
担
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、

授
業
料
の
値
上
げ
を
含
め
た
保
護
者
負

担
の
増
加
は
、
私
学
志
向
へ
の
障
壁
と

な
る
恐
れ
も
あ
る
。

ま
た
、
女
子
校
と
し
て
我
校
が
存
続

す
る
上
で
も
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
が

山
積
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
出
生
率
の
減
少
に
よ
り

少
子
化
の
進
行
が
継
続
し
て
お
り
、
大

阪
府
に
お
い
て
も
学
齢
期
の
子
ど
も
が
、

ピ
ー
ク
時
の
半
数
に
も
満
た
な
い
状
況

に
及
び
、
収
容
人
員
の
公
私
比
率
は
現

状
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
生
徒
の
絶

対
数
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
。

一
つ
に
は
、
昨
今
の
経
済
不
況
が
深

刻
さ
を
増
す
中
で
、
保
護
者
の
公
立
志

向
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

一
つ
に
は
、
共
学
志
向
が
進
行
し
、

女
子
高
に
対
す
る
志
向
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
。

こ
の
様
な
状
況
を
直
視
す
る
中
で
、

以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
。

(1)
本
校
の
目
指
す
方
向

①
中
堅
進
学
校
を
目
指
す
。

高
校
＝
特
進
コ
ー
ス
は
セ
ン
タ
ー
試
験

受
験
、
難
関
大
学
受
験
レ
ベ
ル
を
目
指

す
／
進
学
コ
ー
ス
は
併
設
の
相
愛
大
学

へ
の
進
学
を
は
じ
め
、
産
近
甲
龍
レ
ベ

ル
の
受
験
を
目
指
す
／
英
語
Ｃ
Ｃ
コ
ー

ス
は
英
語
に
つ
い
て
は
、
英
検
２
級
合

格
を
目
指
す
。
他
は
特
進
レ
ベ
ル
を
目

指
す
／
音
楽
科
は
専
門
学
科
の
実
技
能

力
を
高
め
、
近
畿
レ
ベ
ル
・
全
国
レ
ベ

ル
を
目
指
す
。

中
学
＝
特
進
進
学
コ
ー
ス
は
５
教
科
で
、

五
ツ
木
Ｓ
Ｓ
55
〜
60
を
目
指
す
／
進
学

コ
ー
ス
は
５
教
科
で
、
五
ツ
木
Ｓ
Ｓ
50

〜
55
を
目
指
す
。
卒
業
時
に
、
中
堅
校

以
上
の
学
校
へ
合
格
で
き
る
よ
う
な
力

を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
／
音
楽

進
学
コ
ー
ス
は
総
合
の
時
間
で
の
実
技

能
力
を
高
め
、
音
楽
コ
ー
ス
へ
の
進
学

を
目
指
す
。

②
宗
門
校
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
、
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
當
相
敬
愛
」
が
教
え
る
と
こ
ろ
を
教
育

の
基
盤
と
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

教
育
を
行
う
。
女
子
校
と
し
て
、
伝
統

文
化
の
教
育
、
礼
儀
作
法
教
育
を
重
視

す
る
。

(2)
本
年
度
の
重
点
目
標

①
学
習
習
慣
の
確
立
に
努
め
、
基
礎
学

力
の
充
実
・
伸
長
を
図
る
。

②
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
。

以
上
を
本
年
度
の
目
標
と
し
、
以
下
の

各
施
策
の
推
進
に
あ
た
る
。

(3)
教
育
の
質
の
向
上
を
求
め
て

(4)
入
試
事
業
を
含
む
、
生
徒
募
集
・
広

報
活
動
事
業
に
つ
い
て

(5)
高
大
連
携
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

(6)
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

６
　
国
際
交
流
に
つ
い
て

今
日
、
日
本
の
大
学
は
世
界
と
深
い

関
わ
り
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
数
多
く
の

大
学
が
、
国
際
交
流
と
い
う
事
業
を
重

要
視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

「
交
流
」
と
は
、
一
方
が
他
方
に
影
響
を

与
え
る
だ
け
で
な
く
、
双
方
の
影
響
関

係
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
こ
の
双
方
向
の
協
調
こ
そ
が
、

日
本
の
高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
性
を

向
上
さ
せ
、
国
際
的
に
通
用
す
る
人
材

の
育
成
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
を
取

り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、
21
世
紀
の
国

際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
、
下
記
の
よ
う
な
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、

本
学
は
次
に
列
挙
す
る
高
等
教
育
機
関

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
＝
北
コ
ロ
ラ
ド
大
学

イ
ギ
リ
ス
＝
ア
ン
グ
リ
ア
・
ラ
ス
キ
ン

大
学

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＝
南
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
大
学

中
国
＝
北
京
外
国
語
大
学
、
北
京
聨
合

大
学
旅
游
学
院
、
上
海
大
学
国
際
交
流

学
院
、
浙
江
工
業
大
学
、
浙
江
林
学
院
、

長
春
師
範
学
院
、
東
北
師
範
大
学
人
文

学
院
、
東
北
大
学
、
遼
寧
大
学
、
大
連

大
学

ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
シ
ョ
パ
ン
音
楽
大
学

イ
タ
リ
ア
＝
ミ
ラ
ノ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音

楽
院
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
・
グ
イ
ド
・
カ
ン
テ

ッ
リ
音
楽
院

ド
イ
ツ
＝
シ
ュ
ー
マ
ン
音
楽
大
学

(1)
留
学
生
の
派
遣
、
及
び
受
け
入
れ

本
学
は
、
本
学
学
生
を
半
年
か
ら
１

年
、
国
外
の
高
等
教
育
機
関
に
留
学
生

と
し
て
派
遣
す
る
制
度
を
設
け
て
い
る
。

留
学
先
は
、
半
年
間
の
場
合
、
北
コ
ロ

ラ
ド
大
学
、
ア
ン
グ
リ
ア
・
ラ
ス
キ
ン

大
学
、
南
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
、

ミ
ラ
ノ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
、
ノ
ヴ

ァ
ラ
・
グ
イ
ド
・
カ
ン
テ
ッ
リ
音
楽
院
、

１
年
の
場
合
、
北
コ
ロ
ラ
ド
大
学
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
い

ず
れ
の
場
合
も
留
学
期
間
が
在
学
期
間

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
留
学

に
よ
っ
て
卒
業
に
遅
れ
を
生
じ
さ
せ
な

い
点
、
加
え
て
、
ミ
ラ
ノ
・
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
音
楽
院
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
・
グ
イ
ド
・
カ

ン
テ
ッ
リ
音
楽
院
を
除
く
留
学
に
お
い

て
は
、
本
学
に
納
入
す
る
授
業
料
相
当

分
を
限
度
に
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
、
留

学
生
の
経
済
的
負
担
を
か
な
り
軽
減
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
ミ
ラ
ノ
・
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
音
楽
院
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
・
グ
イ
ド
・

カ
ン
テ
ッ
リ
音
楽
院
へ
の
留
学
で
は
、

留
学
先
の
提
携
校
と
の
協
定
に
よ
っ
て

留
学
期
間
中
の
授
業
料
が
無
料
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
本
学
は
上
記
の
中
国
に
お
け

る
提
携
校
か
ら
、
日
本
語
・
日
本
文
化

専
攻
の
学
生
を
留
学
生
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
る
。
受
け
入
れ
は
、
２
年
間
在

籍
す
る
３
年
次
へ
の
編
入
と
、
１
年
間

在
籍
す
る
派
遣
留
学
生
の
２
種
に
分
け

て
行
っ
て
お
り
、
派
遣
留
学
生
は
帰

国
・
本
学
へ
の
編
入
・
日
本
国
内
の
大

学
院
な
ど
へ
の
進
学
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
面
接
と
筆

記
に
よ
っ
て
日
本
語
の
能
力
を
測
る
試

験
を
課
し
て
お
り
、
留
学
生
別
科
は
、

設
け
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
留
学
生
の

生
活
支
援
の
た
め
に
、
留
学
生
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
良
質
で
安
価
な
住
居
の

斡
旋
を
始
め
、
日
常
的
な
援
助
、
進

学
・
就
職
な
ど
の
進
路
選
択
な
ど
、
留

学
生
に
対
す
る
援
助
を
機
動
的
に
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
勉
学
を
支
援
す
る
た

め
の
資
料
の
整
備
も
留
学
生
の
要
望
に

即
時
に
対
応
す
る
よ
う
な
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

(2)
学
生
の
海
外
研
修

(3)
教
員
の
交
流

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

事
業
の
概
要

平
成
21
年
度事業

計
画
書

http://w
w
w
.soai.jp/fam

iliar/index.htm
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